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北上市総合計画 2021～2030　令和７年度基本施策事後評価シート　（評価対象期間：令和6年度）

社会環境の変化等による影響（外部要因）

順調 総合評価

年齢、障がいの有無、国籍及び文化的背景の違い、性別並びに性的指向及び
性自認等にかかわらず、それぞれの個性と能力を発揮でき、あらゆる人にとっ
て暮らしやすく、多様性が尊重される社会の形成を推進します。

成果
指標

◆北上市多文化共生プランの作成
◆外国人相談事業の拡充（翻訳機の配備、パンフレットの作成等によ
る国際交流ルームの周知）
◇北上市日本語教室パートナーの養成
◇市直営の日本語教室の開催
◆北上市日本語教室パートナーの活躍機会の創出による多文化共生
の担い手育成
◇外国語、日本語講座開催
◇インターナショナルスクールの開催
◇ワン・ワールドフェスタの開催
◇多文化共生に関する業務
◇国際交流に関する情報の収集・提供

各審議会等に対し、構成委員の女性割合目標
を３割以上とするよう働きかけている。

　「北上市男女共同参画と多様性社会を
推進する条例」の理念実現に向けて、市
民・事業者の理解促進や仕組みの整備・
普及に取り組み、互いに尊重し、共に支
え合う意識の醸成を図る。

　関係団体等と連携し、講演会等の開催
を通じて多文化共生への理解促進を図
るとともに、文化や言語の違いがあって
も気軽に参加することのできる日本人市
民との交流の場を創出する。また、生活
者としての外国人の日本語習得をサポー
トするとともに外国人相談窓口の周知及
び行政・生活情報の多言語化を推進す
る。

指
標
に
関
す
る
内
容

社会のあらゆる分野における女性の参画につ
いて、理解や関心が少しずつ高まっている。

次のような多様なアプローチで市民に男女共
同参画・多様性社会実現に向けた周知を行っ
たことが市民理解に繋がっている。
・市出前講座を実施した。
・きたかみ男女共同参画サポーターと協働に
より、黒沢尻工業高等学校での研修会実施、
産前教室において、男女共同参画の視点から
出産・育児に関する講話を実施した。
・女性のキャリア形成支援リカレントプログラ
ムの講座を岩手大学と共催で開催した。

指
標
以
外
の
内
容

②継続事業のほかに、市国際交流協会との共
催で「多文化共生のためのきっかけづくりプ
ロジェクトShared future!」を実施し、生活
情報をトピックとして日本人と外国人の交流
促進を図った。（全４回、参加者数計１１７名）

③日本語学習者の実数は減少したが、日本語
指導回数は６４回増加した。（Ｒ５年度１４２回
→Ｒ６年度２０６回）

概ね順調

やや遅れている

遅れている

推進方針に対する達成状況（対象：R6）

②③

①

評
価
項
目

A

B

C

D

達成状況
評　　　価

9.誰もが主体的に参画する市民協働の深化

9-1.多様性が尊重される社会の形成

指
標
に
基
づ
く
事
実

指
標
に
関
す
る
内
容

指
標
以
外
の
内
容

指
標
に
関
す
る
内
容

推進方針(R6)№

まち
づく
り部

プロ
ジェ
クト

審議会等における女性委員の比率は、期待値に
沿う形で上昇している。

指
標
以
外
の
事
実

・男女共同参画・多様性社会実現に向け講座・研
修会等を実施し、市民の理解促進につながった。
・4月からパートナーシップ宣誓制度を開始した。

指
標
に
基
づ
く
事
実

②北上市には、世代や文化、出身や言語など、自
分と異なる人々を理解する雰囲気があると答え
た市民の割合は、前回調査と比較して2.4ポイン
ト増加した。
③市及び市国際交流協会が日本語学習を支援し
た人数は１０名減少した。

指
標
以
外
の
事
実

国際都市推進きたかみ市民会議の主催により多
文化共生講演会「少子高齢化・人口減少の推移か
ら、多文化共生の必要性を考える」を開催（参加
者３１名）。

A

（A）

B

（B）

1

男女共同
参画と多
様性社会
の実現

2
まち
づく
り部

外国人の
受入れ・
交流環境
の整備

担当
部等

基本方針

基本施策

関連するプロジェクト

市の活動による影響（内部要因）

達　成　状　況　に　至　る　要　因　の　分　析

R6事後

19A
今後の方向性（達成状況及び要因分析から導かれること）

（◇：R7/◆：R8以降）

◇女性委員登用への働きかけを継続して実施
◇企業向け研修会の実施
◇産前教室で育児休業やワーク・ライフ・バランス等の講話を実施
◇女性のキャリア形成支援リカレントプログラムを岩手大学と共催で
継続して実施

Ｒ６年度は、日本語学習を希望して国際交流
ルームを訪れた外国人住民が、仕事の都合等
で最初の面談以降来館しなかったことが多く、
学習者の増加に結びつかなかった。一方で、日
本語能力試験や技能検定の合格を目指す学習
者は、継続して指導を受けることが多く、日本
語指導回数の増加につながった。

指
標
以
外
の
内
容

指
標
以
外
の
内
容

市内外国人登録者数のうち半数以上が「技能
実習」または「特定技能」の在留資格を有して
おり、事業所における雇用が拡大している。

指
標
に
関
す
る
内
容

※達成状況評価欄の（ ）内については昨年度の評価結果です。
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R5 R6

指　   標

- -

② 指標の説明

（現状値）
単位

期待値
※R7は目標値

22.4 23.7 24.9

実績値

期待値
※R7は目標値

29.3

R6

人

実績値

単位

53.6

R7

指標の説明

R2

51.2 53.6

-

R1
（現状値）

R1
R2 R3

-

多文化共生社会に対して理解のあ
る市民の割合。

R4 R5

期待値
※R7は目標値

-

指　   標 ⑨ 指標の説明

R1
R2単位

指　   標 ⑫ 指標の説明

期待値
※R7は目標値

実績値

R6

凡例

備　考

R7

R7

指　   標 ⑥

指　   標 ③

単位

（現状値）

R2 R3 R4 R5
（現状値）

R3 R4 R5 R6 R7

備　考

指　   標 ⑮ 指標の説明

単位
R1

実績値

R7

備　考

期待値
※R7は目標値

実績値

単位
R1

R2 R3 R4 R5 R6 R7
（現状値）

実績値

期待値
※R7は目標値

備　考

（現状値）
R7

備　考

38- -

R1

期待値
※R7は目標値

指標の説明

64 90

R2 R6

現状値

R3 R4 R5

（現状値）

備　考

- -

備　考

- -

R7

指標の説明

指　   標 ① 指標の説明

審議会等における
女性委員の比率

市の審議会等における女性委員の比率
※地方自治法第202条の3に基づく審
議会に限る。

（市民意識調査）北上
市には、世代や文化、
出身や言語など、自分
と異なる人々を理解す
る雰囲気があると答え
た市民の割合

22.4 23.8

担当部等

まちづくり部 まちづくり部

担当部等単位
R1

R2 R3 R4

26.5

％

実績値

指　   標 ⑤ 指標の説明

％

27.9

26.2 27.5

27.5

30.028.7

指　   標 ④

単位
R1

R2 R4
（現状値） （現状値）

単位
R1

R2 R3R3 R4 R5 R6 R7

期待値
※R7は目標値

実績値

期待値
※R7は目標値

備　考備　考

実績値

指標の説明

R1
R2

⑧指標の説明 指　   標

R2

R7
（現状値） （現状値）

R6単位
R1

R2

実績値

期待値
※R7は目標値

指標の説明 指　   標 ⑪ 指標の説明

備　考

単位
R1

R2 R4 R5R3R3 R4 R5 R6 R7

期待値
※R7は目標値

期待値
※R7は目標値

備　考備　考

実績値

実績値

期待値
※R7は目標値

（現状値）

指　   標 ⑭ 指標の説明

R4R2 R3 R7R5 R6R4 R5 R6 R7

備　考

単位
R1

実績値

指　   標 ⑩

期待値
※R7は目標値

備　考

R1

38-

-

R6 R7R3 R4 R5

現状値

- 51.2

まちづくり部

担当部等

R5 R6

56.0

28

外国人の日本語学習者
数

市及び市国際交流協会が日本語学
習を支援した人数

- -

担当部等

担当部等 単位R3 R4 R5 R6 R7 R4 R5 R6

指　   標 ⑦

R3
（現状値） （現状値）

単位

担当部等 担当部等

実績値

期待値
※R7は目標値

単位
R1

R2
（現状値）

R3

実績値

担当部等 担当部等 担当部等

担当部等 担当部等

担当部等 担当部等 担当部等

指　   標 ⑬ 指標の説明

備　考

20

25

30

35

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

50
52
54
56
58
60

R5 R6 R7

20

50

80

R5 R6 R7


